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雇用形態別雇用者数 

～男女とも「正規の職員・従業員」の割合が低下、「非正規の職員・従業員」の割合が上昇 

 

総務省「労働力調査」及び「労働力調査（詳細集計）」により、役員を除く雇用者数をみると、昭和 60 年の女性は 1,463 万人であっ

たが、その雇用形態（勤め先での呼称による）をみると、「正規の職員・従業員」が 994 万人、「非正規の職員・従業員」が 470 万

人であった。 

平成 27 年については、役員を除く女性雇用者数は 2,388 万人であり、「正規の職員・従業員」が 1,043 万人、「非正規の職員・従

業員」が 1,345 万人となっており、「正規の職員・従業員」は 49 万人増加（昭和 60 年比 4.9％増）し、「非正規の職員・従業員」

は 875 万人の増加（同 186.2％増）となっている。「正規の職員・従業員」は昭和 60 年から平成９年（1,172 万人）まで増加した

後、緩やかな減少傾向にある。一方「非正規の職員・従業員」は昭和 60 年から平成 27 年までほぼ一貫して増加傾向にある。 

「非正規の職員・従業員」のうち、最も多い「パート・アルバイト」は、昭和 60年は 417 万人であったが、平成 27 年は 1,053 万

人とほぼ一貫して増加傾向にあり、636万人増加（同 152.5％増）した。 

 

女性の役員を除く雇用者に占める「正規の職員・従業員」の割合は、昭和 60 年（67.9％）から平成 27 年（43.7％）までほぼ一貫し

て低下傾向にあり、「非正規の職員・従業員」の割合は昭和 60 年（32.1％）から平成 27 年（56.3％）までほぼ一貫して上昇傾向に 

ある。なお、「非正規の職員・従業員」が「正規の職員・従業員」を上回ったのは、平成 15 年であった。「非正規の職員・従業員」

のうち、「パート・アルバイト」の構成比は昭和 60 年の 28.5％から平成 27 年の 44.1％に上昇している。 

男性は、昭和 60 年は「正規の職員・従業員」が 2,349 万人、「非正規の職員・従業員」は 187 万人であったが、平成 27 年は「正

規の職員・従業員」が 2,270 万人と 79万人減少（昭和 60 年比 3.4％減）し、「非正規の職員・従業員」が 634 万人と 447 万 

人増加（同 239.0％増）した。「正規の職員・従業員」は平成 10 年（2,639 万人）をピークに減少傾向にあり、「非正規の職員・従

業員」はほぼ一貫して増加傾向にある。 

「非正規の職員・従業員」のうち、最も多い「パート・アルバイト」は、昭和 60 年は 83 万人であったが、平成 27 年は 312 万人と

ほぼ一貫して増加傾向にあり、229 万人増加（同 275.9％増）した。 

男性の役員を除く雇用者に占める「正規の職員・従業員」の割合は、昭和 60 年（92.6％）から平成 27 年（78.2％）まで低下傾向に

あり、「非正規の職員・従業員」の割合は昭和 60 年（7.4％）から平成 27 年（21.8％）まで上昇傾向にある。 


